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  11月10日午後大阪大学工学研究科GSEコモンにて、ケンブリッジ大学 Carol Robinson教授 との交流会をもちました。彼

女の研究テーマは、分析化学で、「質量分析を用いたタンパク質複合体の解析」の第一人者です。これまで英国の優れた

女性研究者を表彰するフランクリン賞を受賞され、BBC放送の女性研究者特集に組まれるくらいのケンブリッジ大学化学科

の400年の歴史ではじめての女性研究者です。特筆すべきことは、博士課程で結婚、一人目のお子さんをもうけられた後、

合計3人の母として、幼い子の子育て中は、夜間の美容師の専門学校の化学の教師として、10年間過ごされました。その

後、育児に手がさほどかからなくなってから、オックスフォード大学のタンパク質の構造解析の研究グループのポスドクに応

募し、研究成果が全くない中にもかかわらず、採用時のインタビューに、「私はプロジェクト研究を十分に履行できます。問

題ありません。」と、苦労して、答え（！）、採用されました。彼女自身も「全く業績がない私が雇われたのは、すごくびっくりし

た」といっていました。そして、ポスドクとしての3年の研究の後に、イギリスロイヤルソサエティーが支援するチャレンジ研究

のサポートを受け、質量分析を用いた高分子複合体の解析に新たな研究分野を開拓し、7年間で大きな研究成果を出され

ました。その後、ケンブリッジ大学に教授として採用され、現在に至ります。本学の「再チャレンジ！女性研究者支援神戸ス

タイル」で目指すような、研究中断から見事に先端研究を開花させた彼女のその穏やかな話しぶりとやさしい人柄には、非

常に感銘を受けました。

Carol Robinson教授 の研究紹介サイト：http://www.ch.cam.ac.uk/staff/cvr.html

DV(ドメスティック・バイオレンス）防止のための連続講座を開催しました

人間発達環境学研究科准教授　　近江戸伸子

  男女共同参画推進室は「ドメスティック・バイオレンス－恋人やパートナーから

の暴力防止を考える」を12月4日、11日に開催しました。これは、全学共通科目

「男女共同参画とジェンダー」の公開授業として実施され、一般参加者も含め60

数名の受講がありました。4日は、「あなたと私の素敵な関係～デートDVを防止

するために」と題して、NPO法人女性と子ども支援センターウィメンズネット・こう

べの徳永　桂子氏と石崎　和美氏によるワークショップが行われました。デート

DVとは何か、について受講者から選ばれた6人によるロールプレイを通してわ

かりやすく学びました。11日は、とよなか男女共同参画センターすてっぷ館長の

中村　彰氏が「ドメスティック・バイオレンス防止　男性側からの取り組み－あなた

の内なる暴力性を問う」として講演がありました。DV加害者更生プログラムの現状や課題についての説明があり、DV被害者、

加害者双方からの暴力防止について考えました。
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　１２月4日　デートＤＶ　ワークショップの様子
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科学技術振興調整費「再チャレンジ！女性研究者支援神戸スタイル」活動報告

男女共同参画推進室シンボルマーク神戸大学　男女共同参画推進室
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1
TEL 078-803-5017　　  FAX 078-803-5285
Email: kyodo-sankaku@port.kobe-u.ac.jp 
HP:http: //www.o�ce.kobe-u.ac.jp/opge-kyodo-sankaku/index.html

メンター紹介
「再チャレンジ！女性研究者支援神戸スタイル」では、メンター制度を実施中です。あなたのよき相談相手に

なってくれるメンターは、ただいま27名。「話せてよかった！」という女性研究者が増えています。

近江戸伸子（おおみど　のぶこ）　　 神戸大学人間発達環境学研究科准教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 専門：植物科学、細胞生物学、染色体工学、植物育種学

《私の経験が、女性研究者やこれから研究者をめざす女性たちのキャリア形成に役立てばと考えています》

研究室ホームページURL http://www2.kobe-u.ac.jp/~ohmido/Ohmido%20Lab/index.html

松田吉弘（まつだ　よしひろ） 　　　  神戸大学名誉教授（理学部生物学科）

     　　　　  専門：細胞生物学　　　　　　　　　　　　　　　　

《クラミドモナスという単細胞の藻を使って、性の発現のしくみを長年研究。現在は、非常勤講師や同窓会活動を通じて、

若い皆さんのエネルギーをもらっています。これまでの経験がお役に立てば嬉しいです》

  

  理系の女性研究者は、結婚・出産・育児、また、非正規雇用が原因で研究の継続が難しく、その能力を潜在化させてしまい

がちです。男女共同参画推進室では、このような女性研究者の正規職獲得、研究再開・継続を支援するため「女性研究者人

材バンク」を運営しています。人材バンク登録者には次の特典があります。1.キャリアカフェへの参加　2.メンター制度の利用　

3.神戸大学非常勤職員の求人情報の入手　4.神戸大学支援合同会社の職業紹介の利用　5.育成研究員への応募                

登録者は随時募集しておりますので、詳しくは男女共同参画推進ホームページをご覧ください。

  【次回キャリアカフェ開催予定】
   第7回　2009年1月30日（金）17時～19時　工学部学生ホールＡＭＥＣ３

   トークテーマ：「私が製薬ベンチャー企業の社長になった訳」

   ゲスト：株式会社アールテック･ウエノ　代表取締役社長　橋寺由紀子氏

   これまでのゲスト講演記録「アーカイブ」はこちら：http://www.office.kobe-u.ac.jp/opge-kyodo-sankaku/kobestyle01/img/archive.pdf

  ゲストに北海道大学大学院の有賀早苗先生をお招きし、3年間で22名の女性研究

者が増えた北大の女性研究者支援事業「ＦＲｅｓＨＵ」（フレッシュ ユー）の話題を中

心にお話ししていただきました。自らを“フレンドリー･（ロール）モデル”と称している

有賀先生のトークは、ユーモアに富み、笑いが絶えない40分となりました。学内外

から22名が参加しました。

第６回キャリアカフェ「誰が考え、行動するのか。アカデミアのワーク・ライフ･バランス」を開催しました

「女性研究者人材バンク」登録者募集中!　


